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サウンドシステムの施工 
 

その基本的な考え方とテクノロジー 
 

 

 

業務用として使用されるサウンドシステムは､ 

機材選択､機材間のレベル､機材取りつけにおいて 

細心の注意を必要とされます 

 

 機材選択 
 

高いグレードと信頼性が要求されるサウンドシステムの中に､一つでも機能が劣る機材が紛れ込んだら

どうなるか。 

 

 機材間のレベル 
     

    ゲインとレベルが異なる機器をどのように接続するのか。 

 

 機材取り付け 
     

    重大な事故を誘発する原因となる機器間配線と接地をどのようにすれば良いのか。 

 

        このような疑問点に的確に答えてくれる資料はありませんでした。１９７７年に作られた

古い資料ですが，＜アルテック・ランシングのトレイニングマニュアル No.7＞がこれら

の疑問に答えてくれるものと思います。 

 

(株)イーブイアイオーディオジャパン 

〒156-0055 東京都世田谷区船橋5-3-8 

TEL 03-5316-5026,FAX 03-5316-5030 

札幌､東京､名古屋､大阪､福岡 
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アルテック・ランシング 

 

トレイニングマニュアル 第７章 

SOUND SYSTEM INASTALLATION 

サウンドシステムの施工         1977 
 

 この章ではインピーダンスダンスの整合､７０ボルト分散システム､マルチ駆動､機器間配線､接地手順､説明書

の書き方に関連する回路のレベル(利得と損失部分)の様子について述べています。 

 かつて､音響の設計パラメータはサウンドシステムを設計する人を満足させるために作られており､機器の適切

な使用にさいして解釈をしなおさなくてはなりませんでした。 

 実際の施工作業にかかる前に慎重な注意をえば､仕事をする現場で使う時間と材料について見積もりをした

費用に対して思ったとおりの性能と一致するシステムの能力を出せることになります。 

 

一度施工が始まってしまうと､施工者はシステムを再設計して 

＜経費＞と＜時間＞を浪費するようなゆとりはありません 
 

 サウンドシステムに対する機能上の必要項目の記載は､主としてサウンドシステムを設計する人間の経験と判

断力に頼っていることが多いのです。 

 

利得と損失の区分け 
 システムに対する適切な機能上の設計は賢くプロジェクトを見積もる必要があります。それ故にこの結論に対

する最低必要条件は1本の線で描かれたシステム･ダイアグラムを作りレベル･フロウチャート(システム間のレベ

ル系統図面）を作ることなのです。サウンドシステムの設計仕

様書を作る最初の作業段階は明らかに建築構造が検討され

る以前に始められるべきなのです。 

 全く複雑ではないシステムが時々施工をする会社にとって

最も難しい原因となることがあります。これは避け難い事項で

はありません。システムの内部における利得と損失の適切な

区分けは､故障を起すことなく､安定した性能を発揮し､面倒な

操作の必要がないことを満足することです。 

 アルテックの全てのエレクトリカル機器は固有の利得重複を

持っています。それは､アルテックのミキサーはアルテックのパ

ワーアンプがフル出力を出すのに必要とされる以上に大きな

出力を持っているか､アルテックのパワーアンプがアルテック

のミキサーによって駆動される場合にフル出力を得るのに必

要とされる以上の入力感度を備えているということです。この

利得の重複(ゆとりがある出力レベルまたは入力感度)は機器

間にパッシブな(損失を起こす形式)機器を挿入しても良いよう

にしてあることを意味し､分散アンプを使わなくとも複数のアン

プを駆動するのに一台ののミキサーだけを使うことができるこ

とを意味しています。 

 アルテックの機器を結合する場合には､システムに使われる

それぞれの機器の色々な性能パラメータについての動作知

識が必要となります。 

図7.1はアルテックの１５９２Ｂ1の操作レベルを図形で表したものです。１５９２Ｂはクリッピングを起さずに+30 d

                                                           
1 1592Bは5系統の入力を備えたミキサー。後面のオクタルトランスを選択することで､ライン/マイクロフォン入力に対応することが

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オクタルソケット対応モデュール 



サウンドシステムの施工 
その基本的な考え方とテクノロジー 

 4 

09/02/10 

Bm2(１㍗)の出力を出す能力を持っています。理論上の最大S/N比は､マスターゲインつまみを一杯に上げた状

態で全ての入力つまみを完全に絞り込むことを前提として８５ dBとなります(この状態はマスターつまみを中間

に設定した状態で､相当なレベルに設定した一つの入力と同じ状態になります)。平均プログラムレベルはピーク

に対して１０ ｄＢのマージンをとらなくてはいけませんので､ここのS/N比は７５ ｄＢの動作S/N比となります。 

１５９２Ｂの理想的なノイズフロアは–５５ ｄＢｍであることに注意をして下さい。そしてマスターゲインつまみを回
して出力レベルを減少しても条件は変わりません。平均出力レベルが+４ dBmに減衰されると､動作S/N比は５９

 dBに減らされるはずです。 

 

 

 

 

 
最悪の場合：全てのつまみが完全に上がっている(+30 dB

m) 

最良の場合：全ての入力つまみが下がっていて､マスターつ

まみが1/2上がっている(+55 dBm) 

最悪のＳ/Ｎ：+4 dBmで操作されている場合に３４ ｄＢ 

一般的なＳ/Ｎ：+18 dBmで70 dB 

最高の理想的なＳ/Ｎ：85 dB 

 

 

これまでは１５９２Ｂからの出力ノイズについて論

じてきました。慎重な考察が最初の入力段で発生

するノイズに対して与えられなくてはなりません。図7.2は単純なな１５８８Ｃ3のゲインブロックを表しています。１５

８８Ｃが-129 ｄBmという等価入力レベル状態で35 dBのゲインを供給します。１５８８Ｃに関するS/N比を求める

には､機器にノイズはないが単にマイクロホンからの出力ノイズ(可変)と入力ノイズ値(-129 dBmに固定されてい

る)という２種類のノイズを増幅すると仮定して下さい。 

 

 

 
入力レベル：-55 dBm  

出力レベル：-55 ｄBm + 34dBm = -21dBm 

1588Cのゲインは34 dBm 

等価入力ノイズレベル：-129 dBm 

出力ノイズレベル：-95 dBm 

出力S/N：-21 dBm-(-95 dBm)=74 ｄB 

 

 

 

図7.2からマイクロフォン出力ではうまい動作レベルを確定

することが非常に大切であることが分かります。 

 

例題 

 

 78 dBSPLの音場で操作されているマイクロホンを想像して下さい。 

マイクロフォンの出力レベルは94 dBSPL(10 dynes/cm
2)を換算して-53 dBmとなります。 

これらの数値を全て足すと､計算された電気的出力は(-53 dBm) - (94 dBSPL -78 dBSPL)= -69 dBmとなりま

す。 

 図7.2では最初のゲイン段において確定されたS/N比は60 dBとなります。 

                                                                                                                                                                                                 
可能 
2 dBmについてはﾄﾚｲﾆﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ“ﾛｶﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｼﾍﾞﾙ”を参照 
3 １５８８Ｃはオクタルソケット･タイプのマイクロフォンプリアンプ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.1 １５９２Ｂの出力レベル対ノイズフロア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.2 １５９２Ｂの＜S/N比＞ 

 



 

 複数の入力が使われる影響も考慮されるべきです。実際のノイズ増加量は簡単な公式から得ることができま

す。 

dBで表示されるノイズ増加量＝10 log N 

N=同じパワーを持ったノイズ源の数量 

 

システムで結合される機器 
 

前に説明をした通り,最適なS/N比は機器がその最大能力近くで使われている場合に得られることが理解でき

ます。ピーキングに対して十分なヘッドルームを得るためには､10 dBのクレストファクタをその設計計算に含む

べきです。１５９２Ｂのゲインコントロールはそれ故に18 dBmから20 dBmの間の平均作動レベルを出すように調

整されるべきなのです。図7.3は､ゲインのオーバラップの影響が無視されてしまった極端な機器の使用間違い

の例を描いています。この例では､１５９２Ｂは９８４６Ｂ4を操作するのに使っています。１２２４Ａの高域部分には

１５０９５Ａが装備されており可能なゲインを63 dB持っています。ラウドスピーカへ行く操作レベルが+37 dBmで

あると仮定をすると､望ましい入力レベルは+37 dBm – 63 dB = -25 dBmということになります。この条件下で
１５９２Ｂに理想的なノイズフロアがあってかつ１５９２Bのマスターゲインつまみが動作レベルを調整して設定を

するのに使われる場合に､25 dBという最大S/N比が実現されます。 

 

 
1592B：システムレベル設定用に使われる 

1224A：15095A5が取りつけられた状態で高域部分は63 dBの

ゲインを持っている 

 

図7.3で述べられたシステムもまた１２２４Ａ6のレベル

つまみが最大に上げられていると仮定をしています。

この手順の取り得る道は１２２４Ａのゲインつまみを最

小となるように設定することです。１２２４Ａのつまみは

18 dBの減衰ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1224Aのボリュームつまみを最少にするとゲインが44 dBとなる 

 

 

つまみを目一杯下げるとこのシステムは図7.4に表されたよう

に43 dBのS/N比を確保できます。 

 

                                                           
4 A7と同じユニット構成の2ウェイモニタースピーカーシステム 
5 15095Aはオクタルソケットに対応するブリッジング/マッチングトランス 
6 1224Aは高域３０㍗､低域６０㍗のパワーアンプを持ったバイアンプシステム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.3 ゲインのオーバーラップの影響 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.4 内部段でパッドを使わずに 

1592B/1224Aが最高の＜S/N比＞となる設定 
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43 dBというS/N比は､最もノイズが多い状況よりも下にある

こと以外には許容できません。したがって機器の内部段のパ

ッドが必要となります。S/N比を最大とするために､パッドの数

値は機器段間のゲインのオーバラップが等しくなるように設

計されるべきです。この場合には､１２２４Ａは最大出力で-14

 dBmという入力感度を持っており､１５９２Ｂはクリッピングを

起こす前で+30 dBmの出力を持つ能力があります。ゲインの

オーバラップは図7.5における例題で選択された数値である(+

30 dBm) - (-14 dBm)= 44 dBとなります。 

複雑なシステムにおける利得と損失の分配をす

る素晴らしいコツは､図7.5で表されるように一度に

一つの段階を適切化することで簡単に実行されま

す。アルテックの１６５０Ａアクティブイコライザを単

純に追加すると､この同じシステムが簡単に未経験

の施工者にとって手の負えない状態になります。 

幾つかのコンポネントが直列に(カスケードで)接

続されている場合には､レベルフロウチャート(レベ

ル系統図)が必要とされます。レベルフロウチャート

を最も簡単に描く方法はラウドスピーカの方から逆

にレベルの流れを描いていき､ヘッドルームを保持

していれば最良のS/N比がに得られるようにします。ほとんど極端な状況を除いた全ての場合において､その数

値の下に10 dBの平均動作レベルを持った状態で完全な定格パワーとなるような最大作動レベルを想定して下

さい(この規則の除外事項は､最小の可能増幅量が５０㍗になる能力を備えている状態で､５㍗のピークパワー

が必要とされたものであるはずであるが､ヘッドルームの必要量については注意深くかつ用心深い予測を立て

ることが好ましい）。図7.6は以前に話しをしたシステムに１６５０Ａを加えた後における回路のレベルを表している

ブロックダイアグラムとレベルフロウチャートになります。 

 

この項のまとめ 
 

利得と損失を区別することは､各段の動作を最大限に利用するようにシステムの構成機器を結び付けることに

よってなされます。それは最大のパワー出力､入力感度､入力インピダンスダンス､ノイズフロアがわっかている

場合に一度に一段階を簡単に仕上げることができます。しかしながら､間違いを避けたいのであれば､定まった

形式のレベルダイアグラムを使ってこのデータを図式的にプロットすることが必須条件となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.5 利得と損失のふさわしい分配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.6 もっと複雑なシステム 
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減衰パッドとコンバイン・ネットワーク 
 

システムを組み立てる上で減衰パッドとコンバインネットワークについての動作知識がサウンドを施工する人間

にとって絶対に必要なものとなります。これらの素子は標準的な低価格のコンポーネントを使って設計したり施工

をするためには扱いやすものです。そして適切な使われ方をしていると音響伝送システム全体の信号レベルを

確保してくれます。 

 

減衰パッド 
 

 音響の伝達システムに見つけることができる最も普通の減衰パッドの形式は､アンパランスの回路で使われるＴ

パッドとバランスの回路で使われるＨパッドの２

種類になります。図7.7は両方の形式の抵抗値

を表にしたものです。ここで入力と出力のイン

ピーダンスは６００Ωとなります。入力と出力の

インピダンスを他の数値に換えるには､を希望

するインピーダンスで割った後で得られる要素

で表される全ての数値を割って下さい。(現在

ではアルテックが開発をしたＡＭＰＴＯＯＬＳソ

フトウェアを使うことによって入力と出力のイン

ピダンスと希望する減衰量を入力するだけで簡

単にかつ瞬時にパッドを組むのに必要な抵抗

の数値を求めることができます。ＩＢＭのＤＯＳ

で動くソフトウェアで，ご希望の方には無料でコ

ピーいたします。)  

 
使われている数値は５％のEIA数値 

Zが600ｵｰﾑでない場合には､全ての数値を600/Zで割

る 

ラウドスピーカー回路にはケーブル損失を換算する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.7 アンバランスとバランスになった 

固定パッドの＜抵抗値＞ 
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コンバイニング･ネットワーク 
 

音響の作業に使われるコンバイニング･ネット

ワークにはブリッジ･ネットワーク､ハイブリッド

コイル､抵抗値を持つコンバイン･ネットワーク､

活性的なコンバイン･ネットワークという４種類

の基本形があります。最近では業務用のサウ

ンドシステムに使われる全てのコンバイン･ネッ

トワークは抵抗値を持つコンバイン･ネットワー

クになっています。最も良く使われる形式は図

7.8で描かれている並列型ネットワークとなりま

す。 

 
上図がアンバランス時 

下図がバランス時 

 

これらのネットワークは並列結合されて希望

するラインインピーダンスに合わされたいくつ

かの入力信号を受け入れることができます。並

列回路はミキサーとコンバイン･ネットワークとし

てか分離したり/分配したりする目的のためか

のどちらかで使われる機器となるように反転で

きるようになっています。抵抗値は次のように計

算されます。 

 

          R１ = Z×(N-1)/(N+1) 

 

ここで 

 

Z = 希望をするインピダンス 

N = 入力の数 

 

抵抗値を持ったコンバインネットワークは指定された動作インピーダンスを使って適切に端末処理がなされる

べきです。このことは物理的な端末処理が確実になされなければならないことを意味しています。アンプは通常

の６００Ωの入力インピダンスを持っているものが良いかもしれないし､さらに物理的には数倍以上に大きい物の

ほうが良いかも知れません。アッテネータ､減衰パッド､フェーダ等ははっきりした端末インピダンスを確定できる

一方で較正精度を失うことになります。 

 

インピーダンスマッチング 
 

電気的システムに適切なインピーダンスマッチングをとることによって､低いレベルで最小のノイズを維持して最

大のパワー伝達を保証することになります。適切なインピダンスマッチングに関する完璧な知識を持つことは､サ

ウンドシステムに正しい経済的なパワー性能を出させるのに必須的に重要な条件となります。  

全てのアクティブタイプの音響機器は､機器に流れ込んでいく電流と電圧の比率である入力インピダンスを持

っています。これは次のように表されます， 

 

Zin = Ein / Iin 

 

大部分の測定機器(オシロスコープ､VTVM’s 等)や高忠実度(high-fidelity)と称する民生用コンポーネントは､
無視して良いほど高い入力インピダンスダンスを持っており､機器にほんの少しの入力電流が流れるようになっ

ています。業務用のサウンドリンフォースメントシステムに使われている大部分のコンポネントは､一般的には６０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.8 並列結合されたミキサー回路 
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０Ωという中位のインピーダンスを持っており､複数の入

力が互いに結ばれた場合に発生する負荷が累積してい

くという現象に対して厳密な予測計算が必要となります。 

どのようなアンプの出力もインピーダンス(レジスティブ､

キャパシティブ､インダクティブまたはこれらの組み合わ

せ)を持った直列結合状態の電圧源のようなものです。フ

ラットな特性あるいは経済的なパワー伝送を保証するた

めには､このインピダンスに関する知識が必要となります。

大部分のアンプは無視して良いほど低い出力インピダン

スを持っており､一定に近い電圧源のように見えて相対的

に負荷に対して独立しています。それらは最高の安定性

を確保するための推奨負荷インピーダンスと呼ばれても

よいでしょう。最大のパワー伝送をするための最適な負荷

インピーダンスは､出力と負荷のインピーダンスが等しくな

る場合（図7.9を参照)に現れます。 

 
 上段：最大のパワー伝送 

下段：減少させられたパワー伝送 

 

負荷インピーダンスが最適値より低くなっている場合には､より以上の電流が流れますが､負荷にかかる電圧は

急激に落ちていきます。結果として､パワー(IE)

は最適条件より低くなります。 

負荷インピーダンスが最適値より大きい場合に

は負荷にかかる電圧は上昇しますが､負荷に流

れる電流は急激に減少します。その結果としてI

Eは適切な数値よりも小さくなります。 

 多くのパッシブタイプのイコライザーやフィルタ

ーは適切な動作をするために､適合した負荷あ

るいは出力インピーダンスを必要とします(アル

テック･ランシングの＜テクニカルレターNo.192＞

を参照)。増設部分または端末の抵抗値を知るこ

とが必要とされ､出力と負荷のインピーダンスが

わかっているのであればその数値は簡単に計

算できます。図7.10は入力インピーダンスと希望

をするインピーダンスがわかっている場合に必

要な端末抵抗を決定する計算用紙です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.9 最も大きなパワー伝送(上段)と 

低下したパワー伝送(下段) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.10 末端抵抗を計算するための計算用紙 
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６００Ωリンク回路の確定 
 

 アッテネーター､イコライザー(現在はアクティブ

タイプの製品が主流となっています)､フィルターとい

ったパッシブタイプの機器が使われる場合に

はいつも必要とされる端末を使った処理がなさ

れなくてはいけません。必要とされる数値は一

般的には６００Ωとなります。図7.11はそのよう

な場合の正しい結線方法を説明しています。 

 ミキサープリアンプの出力インピーダンスを

測定するにはインピーダンス･ブリッジを使って

下さい。一般的には６００Ωとみなされており､

おおよそ６０から１５０Ωという数値を測定しま

す。図7.11では､１５９２Ｂは一般的に１３０Ωという数値が出てきます。出力インピーダンスはしばしば変化をしま

すし実際の数値が使われるべきであるために､実際に数値を測定することが大事なことです。１３０Ωという数値

は希望をする数値である６００Ωよりも小さいために､アンバランスであるパッシブな機器(ここでは１５９０Ｃ)が使

われているインピーダンスが高い側に１５９２Ｂから流れているラインの片側を使ってその差額の数値の抵抗が

直列に挿入されます。 

 全ての応用例で極性を間違えないようにするために､適切な一方の接地端子から一番遠い場所にある端子に

+側を常に接続するようにして下さい。この原理は全てのアルテック製アンプに適用されています。 

 パッシブ動作の機器の出力から立ちあがった後で､出くわした次段のアクティブ動作機器の入力が端末処理さ

れるべきなのです。再び実際の入力インピーダンスを見つけるためにインピーダンス･ブリッジを使って下さい。

後面のオクタル端子に差し込まれた１５０９５Ａトランスを使えば１５９０Ｃパワーアンプの実際の入力インピーダ

ンスは６００Ωになります。 

 

R
Ｔ 
= (R

ｉ 
x R

Ｄ
)/(R 

ｉ
- R

Ｄ
) 

 

ここで 

  R
Ｔ
 = ターミネーション抵抗の数値 

  R
ｉ
 = 測定がなされた入力インピダンス 

R
Ｄ
 = 理想的なターミネーション抵抗値(６００Ω) 

 

この条件でのR
Ｔ
の数値は 

 

R
Ｔ
=(1200 x 600)/(1200 - 600)=１２００Ω 

 

アッテネーター､フィルター､イコライザー､パッド､ネットワークというようなパッシブ動作機器を含む回路は､それ

に続くアクティブ動作機器の入力で慎重に端末処理されるべきです。抵抗がある機器から両方向で安定したイ

ンピーダンスを確保するために､抵抗がある機器を駆動しているアクティブ動作機器から増設するのも良い作業

方法となります。しかしながらＴブリッジ結合がなされたアコースタ･ボイシング(ACOUSTA-VOICING)フィルター

をどうしても使わなくてはならないということではありません。 

 バランス結合された回路を増設する場合には(ここでバランスとなったアッテネーターが長い伝送ラインを制御

するために使われています),数値の差は半分になり､それぞれの半分ずつは回路の１区画に割り与えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.11 増設抵抗と端末抵抗の定義 
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ラウドスピーカのインピダンスにマッチングするパワーアンプ 
 

 負荷がパワーアンプの定格出力インピーダンスよりも低くならないようにパワーアンプの出力回路に対して多く

の注意が払われる必要があります。ほとんどの場合では､負荷がディバイディング･ネットワークの一つの出力区

画に付着していないのであれば､定格インピーダンスよりも大きな負荷インピーダンスとなっている場合には問

題を起こすことはありません。ネットワークのクロスオーバー周波数は､ショートしていたり負荷インピーダンスー

が定格インピーダンスよりも低くなっている場合にはクロスオーバー周波数が変換されてしまい,結果として希望

をしないクロスオーバ周波数になったりサウンドシステムの周波数特性の点で希望をしない変化を起こしてしま

います。 

パワーアンプとラウドスピーカの間にディバイディング･ネットワークを使っている単独音源のシステムでは,オー

トトランスフォーマー(アルテックの１５０６７､１５５６７のような製品)はインピダンスマッチングだけに使いレベル調

整には絶対に使ってはいけません。表7.1と図7.12は可能な構成と１５０６７の合成の定格を表示しています。 

 

表1 １５０６７ オートトランスの接続とインピダンス値 

 

図7.12 １５０６７ オートトランスの接続とインピダンス値 

 

例題 

 

表の２行目にある７０ ﾎﾞﾙﾄラインの音源側は端子１と端子４に接続されています。端子１と端子３は１６Ωにつな

がっており３０Hzまでの低い周波数を流すことができます。(１４０ボルトで使うと３２Ωになり６０Ｈｚまでの周波数し

か流れません。 

１６Ωの負荷インピーダンス(端子１と３)を使うと音源対負荷のインピダンス比率は1:0.5(1/2)となり,端子１と４の

音源インピーダンスは３２Ωに決定されます。1:0.5(1/2)あるいは32:16 Ωとなります｡この接続をした場合の電圧

比率は1:0.7(7/10)となります。それ故に負荷電圧は音源電圧７０ボルトの0.7(7/10)になり結果として負荷電圧は

４９ボルトとなります。４９ボルトという数値を５０ボルトに整えることにより､負荷に流れる電流は負荷電圧を負荷イ

ンピダンスで割ることによって求められ､５０ボルトを１６Ωで割った数値になります。結果として３．１アンペアがこ

の例題における最大許容負荷電流値となります。 
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固定されたパワーパッド 
 

複雑な単独の音源アレイを設計したり構築する場合に､６００Ωのリンク回路に損失があるのと同じように､ホー

ンとコンプレッションドライバーを組み合わせて使った場合の電気的入力レベルの違いを変える必要があります。

これを実行するには図7.7で表された不平衡か平衡のどちらかのパッドを使って下さい。 

 

例題 

 

１６Ωの回路に対して６ｄＢの不平衡パッドが必要とされる場合には､６００Ω換算でRa = ２００ΩとRb = ８２０Ω

となります。希望するインピーダンスが６００Ωではない場合には､６００Ωを実際に使う数値Ｚで割った比率で計

算をしなくてはいけません。この場合には６００Ω/１６Ω=３７．５となります。従ってR = 200 Ω/37.5 = 5.3 Ω､

Rb = 820 Ω/37.5 = 21.9 Ωとなります。 

 

一般的な単独の音源アレイ 
 

固定パワーパッドに関する資料を使って､

２個の５１５ウーハ7を組み込んだ２１１エン

クロージャー8と､もっと大きな出力レベルが

ある遠距離用ホーン(２９１-１６ドライバを

使った２０３Ｂ9)と３ｄＢ,１６Ωの固定パッド

で減衰された近距離用ホーン(２９１-１６ド

ライバを使った１００３Ｂ10)の組み合わせを

使った一般的な単独の音源アレイを設計

してみましょう。図7.13は必要とされるコン

ポーネントの正しい配列と結合を表してい

ます。必要なＴパッドは大きな電力定格を

持ったオーマイトの調整可能なワイア巻き

のパワー抵抗を使って簡単に作ることがで

きます。しかしながらこれらのＴパッドは高

い方の周波数で誘導ノイズを拾いやすい

のですが､この作業には完璧に適切である

ことが証明されました。Ｔパッドの数値を調

節するには一つのインピーダンス･ブリッジを使って下さい。ただ単にＲダイアルを希望する数値に設定し平衡に

なるようにパワー抵抗を調整すれば良いのです。 

幾つかのディバイディング･ネットワークがクロ

スオーバ周波数とパワー定格を変えて供給する

ことが可能です。高域ドライバーを保護すること

がディバイディング･ネットワークにおいて最優先

される使用目的ですが､低域のコーン形式の放

射装置(ウーハ)から高域のホーンとの周波数間

を最も滑らかに推移するローパス機能を持って

いることも大事なことです。表7.2は業務用に使

えるディバイディング･ネットワークの一覧表です。

アルテックが販売している全てのディバイディン

グ･ネットワークは12 dB/octの低域/高域の減

衰曲線を備えています。 

                                                           
7 アルテックを代表する低域ユニット 
8 5１５を２本組み込むことができる大型エンクロージャ 
9 開口部が２穴あるマルチセルラホーン。カットオフ周波数は３００Ｈｚ 
10 開口部が１０穴あるマルチセルラホーン。カットオフ数は３００Ｈｚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.13 １５０６７と＜Ｔパッド＞を使って 

マッチングがとられた単独の音源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表7.2 ディバイディング･ネットワーク 
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ディバイディング･ネットワークの入力や出力におけるインピーダンス･マッチングをとることは非常に大事なこと

です。インピーダンスのミスマッチングを起こすとでこぼこの周波数特性や位相特性となり,時にはドライバユニッ

トに対する保護を限定してユニットを破壊してしまうことになります。 

図7.14はディバイディング･ネットワークの負荷に対してマッチングしている場合とミスマッチングの場合の影響

を表しています。 

 

 

図7.14 

 

ラウドスピーカの極性と位相 
 

ラウドスピーカの極性はバッテリタイプの抵抗計を使って,ダイアフラムまたはコーン紙が決められた方向に動く

ことを観察することによって最高のチェックができます(今では位相チェッカー:本当は極性チェッカーとして販売

されています)。ときたま偶然に逆方向に巻きとられた製品があったり､施工中の配線間違えがあるので､極性チェ

ックは使用する全てのラウドスピーカに対して絶対になされるべきです。 

位相というのは非常に複雑な問題であり､位相によって起こる影響はリアルタイムアナライザの画面で最も良く

観察できます(ミスマッチングを起こしていると特性にノッチのような波形が現れます)｡良くできた作業指示書とい

うのは､全てのドライバがその全ての動作環境において同一平面上で動くようにすることです。 
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７０ボルト分散システム 
 

 ７０ボルト､１００ボルト､２００ボルトという伝送システムでは､高い分配電圧レベルを使うことにより低いインピーダ

ンスの伝送経路で大きな電流が流れるシステムに起こりがちな伝送ラインによる線間損失を最小にするように維

持します。 

どんな大きいパワーを持ったパワーアンプでも､そのフルパ

ワー出力は70V rms.が確保されているレベルにおいて可能

となります。それらの端子において現れるインピーダンスはそ

れ故にパワーアンプのパワー定格によって異なることになりま

す。 

 

例題 

 

パワーアンプの定格パワー ＝ 100 ㍗ 

Z = E2/P ,ここで E = 70 ボルト 

 それ故に 

Z = (70)2/100 ≒ 5000/100 ≒ 50 Ω 

 

 従って適切に負荷がかかっている１００㍗､７０ボルトのシス

テムでは５０Ωの負荷インピーダンスが現れるはずです。 

 スピーカーシステムにかかる負荷インピーダンスは､異なっ

たインピーダンスを持ったラウドスピーカに入ってくる必要パ

ワーで､ラインにかかるボイスコイルを並べたマッチングトラン

スを配列した電圧の二乗した数値を割ることによって決定されます。トランスフォーマの一次側はワットで表され,

二次側はオームで表されます。一次側並びに二次側の巻き線は通常複数のタップを持っており､適切なレベル

が希望する数値でスピーカに割り振られます。 

いずれにしてもセントラルクラスターに７０ボルト分散方式を使うか使わないかを決めるには､ラインにおけるパ

ワー損失対マッチングトランスを追加することによるコストの増大のどちらをとるかということを考えた上で決め

るべきです。アルテックのテクニカルレターNo 113はスピーカケーブルによる損失を決定する素晴らしい資料で

す。例えばNo16のワイアを1,000フィート(約３００㍍)使って､３０㍗の電力がかけられている８Ωのスピーカクラスタ

ーを想定してみましょう。1､000フィート(約３０㍍)の長さを持ったNo16のケーブルは８Ωもの抵抗値を持っており､

従って半分の電力だけがスピーカー･クラスターに供給されて残り半分の電力(50％)がスピーカーケーブルで消

費されているのです。同じシステムが７０ボルトで駆動されていればケーブルによる損失は０．５ｄＢ(１２．５%)以下

になります。 

スピーカーとトランスフォーマとの組み合わせ

をどうするかについては作業現場に入る前に

設計段階で慎重に検討されるべきです。設計

段階での検討は現場で検討するよりも常に経

済的なのです。インピーダンス測定をおこなう

最も精密な方法は,アルテックのテクニカルレタ

ーNo226に書かれている一定電流法です。各

スピーカにおいてその動作周波数帯域内での

最小インピダンスを検査することが大事なこと

です。図7.15は高品質のラウドスピーカーの一

般的なインピーダンス曲線です。スピーカーの

インピーダンスは定格インピーダンスが現れる

周波数の上下でかなり大きくなるということに注

意をして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オームの法則換算表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.15 一般的なラウドスピーカのインピダンス曲線 
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 図7.16はドライブインシアターで７５０個の

品質が悪いスピーカと３７５個の品質が低い

マッチングトランスを使った分散方式の７０ボ

ルトシステムのインピーダンス曲線です。こ

れらのシステムが広い帯域の音源を再生で

きない理由はインピーダンス曲線を見れば

明確です。良い品質のマッチングトランスを

使えばその動作周波数帯域の範囲でラウド

スピーカの性能面でのインピダンス曲線を

向上します。 

 図7.17は一般的な７０ボルト分散システム

です。 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイアンプ駆動 
 

スピーカーシステムをバイアンプ駆動にすると２台のパワーアンプを使うことになり､その結果スペクトル(波形)

のそれぞれの分担部分を個別に駆動することになるのでクロス

オーバ･ネットワークよりもラウドスピーカーの内部変調を極端

に減らすことができます。バイアンプ駆動方式を使った標準的

なアルテックの機器について考えてみましょう。図7.18を参照し

て下さい。 

２種類のバイアンプ駆動用パワーアンプシステムがアルテッ

クにはあります(現在ではパワーアンプ内に＜ディバイディン

グ･ネットワーク＞を内蔵したパワーアンプは全て製造中止とな

っており､デジタルマルチプロセッサを使ったマルチ駆動方式

をお薦めします)。 

１６０９Ａ バイアンプシステムは標準的な１９インチラック実装

ができる業務用機器で､低域に対して１００㍗の連続的パワー

がそして高域に対して５０㍗の連続的パワーを供給できます。

高域､低域両方の周波数帯域部分とも４Ω､８Ω､１６Ωの負荷と７０ボルトのタップを持った出力トランスを備えて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.16 ドライブイン･シアターの分散ｼｽﾃﾑに使われている 

７０ボルト･システムのインピーダンス曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.17 全般的な分散方式ラウドスピーカシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.18 一般的なバイアンプ駆動システム 
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います。入力アクセサリとして使う標準的なオクタル･ソケットの後で前面パネルのゲイン調整ができます。高域周

波数に対するシェルビング調整は低域と高域の出力に対してバランスをとって供給できるように内部に取り付け

られています。１２２４Ａ バイアンプシステムはスピーカシステム内部に取り付けられるように設計されており､低

域に対して６０㍗の連続パワーを､高域に対しては３０㍗の連続パワーを供給できます。標準的なオクタル･ソケッ

トが供体の内部に取り付けることができるトランスフォーマ

ー･アクセサリーとして用意されています。１６０９Ａ､１２２４Ａ

とも５００Ｈｚ,８００Ｈｚ,１５００Ｈｚのクロスオーバ周波数を選

択できます。 

２種類の基本的なパッシブ･クロスオーバと１種類のアクテ

ィブ･ディバイディングネットワークが従来のパワーアンプシ

ステムをバイアンプのシステムに変換してくれます。９０２５-

１はクロスオーバ周波数が５００Ｈｚとなっている600対600Ω

のパッシブ･ディバイディングネットワークです。９０２５-２は

類似の製品ですが８００Ｈｚで波形を分割している製品です。

両方の製品とも６００Ωリンクで使用されなくてはいけません。

１６３０Ａエレクトロニック･ディバイディングネットワークには

８０Ｈｚから１０､０００Ｈｚの選択可能なクロスオーバポイントがついています。 

 一般的なクロスオーバネットワークの出力における電圧レベルは､通常クロスオーバ周波数で変わらないように

なっており､数種類の抵抗を持ったパッディングが高域と低域のラウドスピーカーのレベルを合わせるのに使わ

れます。 

バイアンプを使ってこの調整が高域用のパワーアンプの入力においてなされます。リアルタイムアナライザーが

クロスオーバ周波数における音響レベルを合わせるために使われるべきです。高域用と低域用のパワーアンプ

はバランス(クロスオーバポイントにおいて-３ dB)を取る事ができるように別々に駆動されるべきです。高域と低

域のシステムが適切に位相が合わされていることを確認して下さい。位相調整が不適切である状態で高域と低

域のパワーアンプが駆動された場合には音響出力の減少として現れてきます。 

 

システムの結線 
 

 ハム､ノイズ､擬似発振､r-fの干渉､クロストークを制御するために回路のレベル､シールディング(遮蔽)､グラウ

ンディング(接地)に特別な注意を払わなくてはなりません。 

 

回路のレベル 
  

アルテックのコンポーネントでは回路を以下の方法で分類するべきです。 

 

1. マイクロホンの配線 (-80 dBmから-20 dBm) 

2. ラインレベルの配線 (-20 dBmから+30 dBm) 

3. 高いレベルの配線 (+30 dBmとそれ以上､すなわち全てのラウドスピーカの回路） 

4. ＡＣ電源の配線 

5. ＤＣ制御回路の配線または非常電源の配線(リレイ､バッテリー他) 

 

ＤＣ制御回路の配線とラインレベルの配線は必要であればお互いに束ねることができますが､それ以外の分類

はお互いに物理的に絶縁をとる必要があります。 
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例題 

 

 多くの場合には､分類1.､2.､5.に対してはベルデン8451タイプのケーブルを使うことができます。分類3.に対し

ては正確なワイアゲージがとれるのであれば

(第IX章にあるアルテックのテクニカルレターN

o.113を参照)ベルデン8434タイプのケーブル

を使うことができます。分類4.で使うケーブル

は全ての各エリアで定められた規格に合致す

るべきです。一般的な配線経路施工方法は図

7.19に表されています。 

 

遮蔽と接地 
 

 信号のシールドに関してとどのようにしてそ

れらが処理されるかについて幾つかの使いや

すい決まりが編み出されています。以下に記

述された決まりは全く普遍的な物ですが大き

なシステムに対しては特に効果的なものとなり

ます。 

 

1. それぞれ分割された環境(信号系または
パワー系)は一つの単独で存在する電気

的なエンクロージャーに収納されるべき

です(シールド：遮蔽)｡ 

2. それぞれの信号環境に対する遮蔽は１
箇所でまとまられるべきであり､その環境

内にあるゼロ電位ポイント一つだけです。 

3. シールドの結束は希望をしない信号電流
がグラウンドに対して流れ出て行き､信号

の導管には流れて行かないように配慮されるべきです。 

 

図7.20と図7.21はどのようにシールディングの

端末がラックに取り付けられた機器そしてラック

に取り付けられていない機器において処理をさ

れるかの例です。 

幾つかの試験機器はリフトされたパワープラ

グについている三番目の配線を備えるべきで､

またはそれらがバランス状態になっているライン

にかかると問題を起こすことになります(それは

バランス状態になった７０ボルトのラウドスピーカ

ラインを見ているオシロスコープのようなもの)。 

 コンポーネントが個別のキャリングケースに取り付け

られている場合には､フィルターセットのシャーシに設

置をとるという処置を含む短い経路の両端でシール

ドを施す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.19 機器ラックのケーブル系統詳細､見通し図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.20  

 

 

 

 

 

 

 

図7.21 
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注意 

  

電源コードの三番目のワイアがシールドしたコード等に流れていないことを確認して下さい。 

 

グラウンディングの実施 
 

 一般的なラック内取り付け作業で､厳重に絶縁されたワイアが機器のシャーシから水道パイプというアースにつ

ながる接地点(現代では水道管の多くに樹脂が使われていますので､接地ポイントの役割を果たすことが少なく

なっています。)に導かれるように配線されている通常のラックの接地点に繋がれています。確実で良好な水道

パイプに対する接地接続の絶対条件は強く締め過ぎないことです。 

 どのようにして一つのシステム(コンソール､パワーアンプのラック､録音機器)を他のシステムに接続するかにつ

いて時たま迷うことががあります。これらの接続作業はＤＣカップリングを取り去るために､リピートコイル､絶縁トラ

ンス等を通して構築されなくてはなりません。または､もう一つのシステムが他のシステムよりも電位が高くなって

いて､接地がされている必要があります。トランスが使用されていて､内部接続ラインのシールドが独立した一つ

の端末だけで１箇所のグラウンドバスに結束されることを推奨します。(可能である場合にはいつもパワーアンプ

の入力端を使って下さい。) 

 私どもとしてはグラウンドと分配バスラインが絶縁されたカバーで覆われた状態の頑丈な銅線で作られるべきで

あると普通では強調できません。偶然良い場所が見つかってしまうような接地作業はグラウンドループが生じる

可能性があるために避けられなくてはなりません。パワーアンプ､ラックまたはコンソール内で個々の導管が中空

に固定されていたり吊り下げられたりして､多くのサブワイア(補助結線)がバスラインにつながった状態で､ワイア

がむき出しの状態で使われることがあるはずです。バスラインよりも小さな直径を持ったサブワイア間に作られて

いる結線は､バスラインの周囲にサブワイアを包み込んで構築すべきで､その後でハンダがコイル状になったユ

ニットの中に均等に流れていくまでバスラインを熱してハンダづけをします。大きな電力を持ったハンダゴテまた

はハンダガンが使われるべきです。最も良くできたハンダ作業は接触抵抗または界面抵抗を持たないようにする

ことです。グラウンドバスのＤＣ抵抗値は0.1 ｵｰﾑ以内とするべきです。 

 サウンドシステムを配線したり結線する場合には,全てのシールドがその他のシールドから入念に絶縁されてい

るか､または全てのシールドがそれ以外の全体のシールドに完璧に接合されているかを確認して下さい。シール

ド接続を途絶や中途半端な結合は一般的には面倒なことが起こります。(-20 dBm以下)の低いレベルの回路で

は､全ての導管やそれぞれの他の回路からシールドを絶縁すべきなのです。 

 

ケーブル処理 
 

 ケーブルが通っている周りのシールドのどれ

かは一つの端末だけで末端処理されるべきで

すので､ケーブルのもう一端が適切に処理され

ていることが必要不可欠なことなのです。この

ことはシールドがきれいに末端処理されていて

かつプラスティックキャップまたはプラスティッ

クテープを使って互いに注意深く絶縁されると

いうことに注意を払うということです。全ての配

線作業は見かけ上一本のケーブルとなるよう

に整頓して配線がなされるべきです。ラックに

取り付けられた機器に関係するケーブルを形

作るささえの配置が図7.22に描かれています。 

 

役に立つ配線理論 
 

 可能な場合にはいつも､数多くの分離した接地バスシステムを利用している中央にある接地位置は関連するそ

れぞれのラックやコンソールから等距離になるように置かれるべきです。それぞれのグランドバスシステムの長さ

(言いかえれば抵抗値)ができる限り等しくなることが好ましいのです。コンソールでにおいて接地はr-fを拾い上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.22 
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げることを防ぐために入力にできる限り近づけて処理されるべきです。 

 ＧＲ１６５０Ｂ インピーダンスブリッジは0.1 ｵｰﾑ程度の小さな抵抗値を簡単に測定してくれグラウンドシステム

が十分であることを実証してくれます。 

水道のパイプのグラウンディングを常に探しておいて下さい(水道パイプに頼るのではなく､確実にアースが取

れる場所を常に探しておいて下さい)。電話線に使われているグラウンドや電力会社の接地線はこれらの配線に

接続されている機器の一つから干渉を起す高い電位の源であるがために絶対に使わないで下さい。 

 

一般的なサウンドシステムにおけるワイアリングでは以下のチェックリストが有効です。 

 

1. 絶縁されていると考えられない場合にはそれを接地して下さい。(この考え方は全ての金物､シャーシラック､
コンソール上のテーブルトリム等に当てはまります。) 

2. 全ての電源接地戻りをバスラインに結合するのは､入力端子から一番遠い場所にするべきです。 
 コンソールではr-fを拾い上げないように一般的には反転することが正しいのです。 

3. 分離して絶縁された固いワイアは､ラックまたは単独接地11ができるとわっかているポイントに､機器各部分

の入力端子(内部グラウンドバスと同じポイント)から配線を始めるべきです。 

4. 端子ブロックに接続する全てのケーブルのシールドは､端子ブロックのグラウウンドバスにグラウンドされる
べきです。 

5. ケーブルが端子ブロックではなくジャックに接続している場合には,シールドはジャックにあるグラウンドバス
に接地されるべきです。 

6. ＶＵメータパネル､ラインアッテネーター､フィルター等の雑多な機器は､それ自身の金属フレーム､シャーシキ
ャビネットや同等の機構を持つべきで,一番近い単独のグラウンドバスにいく分離して絶縁されたワイアを使

って結合すべきです 

7. 単独になったそれぞれのグラウンドバスは､中央の接地ポイント(ワイアの単独端を使う)に行くということを壊
さずに維持するべきです。このポイントは機器がある場所の物理的な中央付近に配置するべきであり､それ

故にグラウンドの分配バス(一つのシステムに幾種類ものサブシステムをつなぐ)は全てほぼ同じ長さのワイ

アになることでしょう。 

8. アースにつながれた接地はは0.1 ｵｰﾑ以下の抵抗値となるように設置され検査をされるべきです。 
9. 回路は導管とケーブルの中を通すべきであり､予定した信号レベルに近くなるように配列するべきです。 
10. 全てのシールドは片方の端末で適切に処理し､もう一端で端末処理をするべきです。シールドは流れる電
流に合わせて使われるべきではありません。 

11. レベルが異なる回路を伝送しているケーブルは交差をさせる必要があるどちらか一方のものから少なくとも
2 ｲﾝﾁは離さなくてはいけません(ループは経路を横切る場合に2 ｲﾝﾁ分離するように形作られます)｡ 

12. 全てのケーブルは慎重に形を整えるべきであり､シールドが取られていない長さはどんな時にも最小となる
ようにするべきです。 

                                                           
11 シャーシは機器シールドとなります。シャーシに対して最も小さなインダクタンスとなるのはラックです。各シャーシは機器に実
装される時に必ずチェックされるべきです。良好なラックに対する接地が必要とされます。できる限り短くて太いワイアまたはシー

ルドのより合わせを使うべきです。 
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 接地処理がうまく行かなくて､シールディング

がされなかったか正しくなされなかった場合に

は､図7.23に表れるような不安定な波形がパワ

ーアンプの出力に接続されたオシロスコープの

スクリーンに現れるでしょう。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラウンディングを実践する上の参考図書 
 

グラウンドの技能と知識をもっと知りたいと思うエンジニアには以下の参考資料が役に立つことでしょう。 

 

1. "Grounding and Noise Reduction Practices for Instrumentation Systems",  
published by Scientific Data Systems,  

1964 Seventeenth Street, Santa Monica, California, SDS 900899. 

2. "Removing the Mystery from Grounding" by Thomas R. Haskett.  
 Published in Broadcast Engineering. February 1966(Howard W. Sams Publication). 

3. "Recommended Wiring Practices" from RCA Broadcast Equipment catalog. 
4.  "Shielding and Grounding for Instrumentation Systems"  
 by Ralph Morrison. Dynamics Instrumentation Company, 583 Monterey Park, California. 

5. "The Role of Grounding in Eliminating Electronic Interference" by Trevor A. Robinson.  

 Published by IEEE Spectrum, July 1965. 

6. "A Theoretical Analysis of Grounding" by J.H. Vogeiman, IEEE Transactions on Aerospace,  

Volume AS-2,No.2,April 1964. 

7. "The Audio Cycropedia" by Howard W. Tremaine (second edition)published by Howard W. Sam 
& Company, inc., Indianapolis, Indiana. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.23 パワーアンプの出力から出てくる不安定な波形 
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仕様説明書を書くテクニックと形式 
 

設計と施工の意図を正確に記述することは 

サウンドシステムをうまく機能させる基本であり, 

仕事をタイミング良く完了させることになるのです。 
 

正確に記述することにより理解してもらう上で以下のような直接的な利点をもたらします。 

 

1.  詳細な材料の原価がプロジェクトに必要とされる材料に関する記述の結果から調整できます。 
2. 予測ができるエンジニアリングや組み立て配線に必要な時間に関する原価が､エンジニアリングと製造に必
要な物を明確にした結果から決まります。 

3. 施工に関する資料を完璧にすることによって､施工に携わる人間の日程に付いて説明可能な労賃を決める
ことができます。 

4. 完璧な完成図書が保守をおこなったりシステムを追加する場合に完全に現状のシステムを理解でき､結果と
して最低の出費となるように施工が終わったあとにも保存されます。 

 

 以下の間接的な利点もまた現実的に記述されます。 

 

1. アッセンブリをおこなうテクニック､施工テクニック､長く使うと得になる機器の使い勝手等に関
する規格作り。 

2. 金のやりくりを改善するのはプロジェクトを完成するのに要する実際の時間枠内でかかる材
料と賃金の支払いに関する能力から生み出されます。 

3. 完璧な設計図書を書けるということは､建築的なことが理解できて､技術的な処理ができて､コ
ンサルティングをする訓練ができるということが結びついたプロフェッショナルな目を持った有

能な仕事仲間としてサウンドの施工者の地位を確立することになります。 
 

 以下の購入可能な図書補助資料がアルテックからでています。各補助資料は使用する施工者がロゴを書きこ

むことができるスペースを持った複写用紙です。 

 

1. ブロックダイアグラムを書くための原紙。それにはレベルフロチャートを書くためのスペースと機器を書くため
に便利な目盛りがついています。1 ｲﾝﾁあたり8個の格子が書かれた升目がコピー時には消える青色で書か

れています。マスターの図表はBとD(11"x17"と22"x34")規格で用意されています。 

2. 入力と出力の接続について書かれたコンポネント図面とアルテック･ランシングのコンポネントに最も標準的に
使われるアクセサリの図面。ケーブルの長さとコードの色について記入できる空白が用意されています。ブロ

ックダイアグラム､ラック配置､識別用ワイアの種別記入用紙に合わせる用紙も用意されています。A規格の図

面(8-1/2"x11")で用意できます。 

3. コピー時には消える青色で書かれた1/8"=1"のラック実装機器配置記入用紙。A規格の用紙で用意されて
います。 

4. コピー時には消える目盛り定規と位置目印のついた特製のパネル､回路､立ち上がり導管図､機器配置図等
の詳細記入用紙。A,B,D(8-1/2"x11",11"x17"",22"x34")規格の用紙で用意されています。 

5. コンポネントへの接続やブロックダイアグラムの識別をする用意ができた簡単にコードの区分けができるよう
なケーブルの指定をするマスター。A規格の用紙が用意されています。 
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 上記に記載された完成図書用の補助用紙の全ては右側のマージンに従って書ける識別ブロックが左側のマ

ージンに従って閉じ込み用の空白が用意されていており簡単に共通の形式となるようになっています。それぞれ

の完成図書用の補助用紙は２５枚のはぎ取り式で束ねられれいます。補助用紙は一束ごとに購入をすることが

できます。 

 図7.24から図7.30まではアルテック･ランシングから購入ができる標準形式を使った単純なサウンドシステムの

完璧な完成図書を表しています。(これらの用紙は現在では販売されておりません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.25 １５８９Ｂの後面端子図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.24 レベルフロウチャート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.26 １５９３Ｂの後面端子図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.27 １５９２Ｂの後面端子図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.28 １６０３Ａの後面端子図 
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図7.29 結線表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.30 ラック実装配置図 


